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香
川
駅
周
辺
放
置
自
転
車
禁
止
区
域

の
案
が
、
10
月
13
日
、
安
全
対
策
課
か

ら
別
図
の
と
お
り
出
さ
れ
ま
し
た
。
各

町
内
会
、
定
例
役
員
会
で
検
討
し
た
結

果
、
こ
の
案
に
沿
っ
て
進
め
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

設
定
に
当
た
っ
て
は
、
公
道
で
あ
る

こ
と
、
香
川
駅
前
か
ら
直
線
で
つ
な
が

る
道
路
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
、
飛
び

地
は
禁
止
区
域
に
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

禁
止
区
域
に
放
置
さ
れ
た
自
転
車
等

は
撤
去
さ
れ
、
西
久
保
臨
時
保
管
場
所

で
一
時
保
管
。
２
箇
月
以
内
に
引
き
取

り
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
破
棄
あ

る
い
は
リ
サ
イ
ク
ル
処
分
さ
れ
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

　

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　
　
　

自
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右
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茂
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司
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友
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右
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お
め
で
と
う

　

ご
ざ
い
ま
す

　

平
成
23
年
度
の
新
組
長
会
が
次
の
日

程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
新
組
長
さ
ん
に

と
っ
て
は
最
初
の
活
動
と
な
り
ま
す
。

●
新
組
長
の
選
出
日
程

　

平
成
23
年
１
月
25
日
ま
で
に
選
出

●
新
組
長
会
の
開
催
日
時

・
第
一
町
内
会　

２
月
27
日(

日)　

　

午
前　
　
　
　
　
　

香
川
自
治
会
館

・
第
二
町
内
会　

２
月
26
日
（
土
）

　

午
後　
　
　
　
　
　

香
川
自
治
会
館

・
第
三
町
内
会　

２
月
26
日
（
土
）　

　

午
前　
　
　
　
　
　

香
川
自
治
会
館

・
第
四
町
内
会　

２
月
27
日　
（
日
）

　

午
後　
　
　
　
　
　

香
川
自
治
会
館

◆
議
題

　

仕
事
内
容
の
説
明

　

代
議
員
の
選
出　

他

新
組
長
会
開
催
の
お
知
ら
せ

平
成
22
年
11
月
14
日

湘
北
地
区
市
民
集
会
開
催

　

11
月
14
日
、
午
後
か
ら
香
川
公
民
館

に
お
い
て
、「
湘
北
地
区
市
民
集
会
」

が
開
催
さ
れ
、
地
域
住
民
、
自
治
会
関

係
者
お
よ
び
行
政
か
ら
部
門
の
責
任
者

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

全
体
で
は
68
名
が
出
席
し
、
香
川
か

ら
は
25
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
市
民
集
会
に
は
、
湘
北
地
区
自

治
会
連
合
会
を
構
成
す
る
各
自
治
会
が

項
目
別
に
質
問
を
担
当
し
、
連
合
会
と

し
て
事
前
に
要
望
書
と
し
て
取
り
ま
と

め
、
行
政
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
集
会
で
は
こ
れ
ら
の
質
問
に
対

し
て
行
政
側
か
ら
一
通
り
の
説
明
が
な

さ
れ
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
質
疑
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

要
望
内
容
に
は
、
従
来
か
ら
の
継
続

し
た
要
望
に
加
え
て
、
新
規
案
件
と
し

て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業
、
福
祉
バ

ス
の
運
行
、
通
学
路
の
安
全
対
策
、
い

じ
め
問
題
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
出
席
者
か
ら
の
意
見
や
質

疑
に
入
り
、
学
校
教
室
の
環
境
改
善
へ

の
意
見
や
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
の
耐
震
対

策
、
公
共
下
水
道
整
備
へ
の
要
望
な
ど

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

新
設
駐
輪
場

香
川
駅

静
岡

中
央
銀
行

P
P

ス
ー
パ
ー

ク
ラ
ウ
ン

浄
心
寺

熊沢

伊東

居
酒
屋

番
屋

神
奈
中

12
月
18
日
（
土
）
臨
時
総
代
会
で
可
決
承
認

　

香
川
自
治
会
館
に
お
い
て
、
自
治
会

費
の
値
上
げ
、
部
会
組
織
の
再
編
、
自

治
会
館
の
使
用
規
則
の
一
部
改
定
に
つ

い
て
臨
時
総
代
会
が
開
催
さ
れ
、
い
ず

れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
自
治
会
費
の
値
上
分　

600
円
／
年

　

値
上
げ
分
は
、
自
治
会
館
の
建
設
資

金
と
し
て
積
み
立
て
る
計
画
で
す
。

●
部
会
組
織
の
再
編
は
、
防
災
部
会
の

新
設
と
、
文
化
厚
生
部
会
を
ふ
れ
あ
い

部
会
に
、
ふ
れ
あ
い
部
会
を
体
育
部
会

に
、
衛
生
部
会
を
環
境
部
会
に
、
環
境

整
備
部
会
を
美
化
部
会
に
、
ま
ち
づ
く

り
部
会
を
防
犯
部
会
に
そ
れ
ぞ
れ
改
称

し
て
い
ま
す
。

●
会
館
の
使
用
規
則
の
内
容
変
更
に
つ

い
て
は
、
総
代
会
で
の
議
決
事
項
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
報
告
事
項

に
改
定
し
、
総
代
会
の
負
担
軽
減
を

図
っ
た
も
の
で
す
。

旧部会名
文化厚生

ふれあい

環境整備
衛生
まちづくり

総務
会計
広報
会館管理

新部会名
ふれあい
(4名増員）
体育

美化
環境
防犯
防災
→
→
→
→

新部会の主な役割
香川ふれあいまつり、敬老のお祝い
自治会館まつり
香川地区体育大会支援他　← 新規活動項目
地引き網大会、ふれあいまつり出店
香川駅前花壇整備、(勘重郎堀跡地散策路整備 )
資源物分別啓蒙他
防犯パトロール
防災対策の企画と運営（新設部会）
自治会・町内会の総務業務
自治会・町内会の会計業務
広報かがわの発行／年 6回
自治会館の管理・運営

駐輪禁止区域の設定案
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第
一
町
内
会

第
三
町
内
会

第
四
町
内
会

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年
も
昨
年
同
様
に
、
自
治
会
活

動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
様
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
町
内
役
員
の
一
部
が
、
11
月
よ
り
次

の
様
に
変
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

町
内
会
長　

小
川　

悌
三　
　
　

20
組

町
内
総
務　

鈴
木　

利
吉　

19
・
２
組

　

こ
れ
で
第
一
町
内
会
の
四
役
が
22
年

度
の
途
中
で
全
員
新
人
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
他
の
役
員
さ
ん
は
、
４
月
か

ら
改
選
は
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
自
治
会

活
動
に
慣
れ
た
方
達
が
大
勢
い
ま
す
の

で
、
頑
張
っ
て
活
動
し
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
自
治
会
館
ま
つ
り
で
ご
ら
ん
に
な
っ

た
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
自

治
会
館
は
外
装
と
１
階
の
内
装
・
間

取
り
お
よ
び
２
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
が
リ

フ
ォ
ー
ム
さ
れ
ま
し
た
。
自
治
会
活
動

や
、
お
蔭
様
で
会
員
の
皆
様
等
々
、
有

料
で
ご
利
用
さ
れ
る
方
の
数
も
増
え
て

い
る
と
、
会
館
管
理
の
役
員
さ
ん
か
ら

聞
い
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
自
治
会
館

を
お
お
い
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
い
つ
来
る
か
知

れ
な
い
災
難
等
の
た
め
に
も
、
ご
近
所

に
少
し
で
も
多
く
の
お
声
か
け
を
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

寒
い
冬
で
す
。
お
体
を
大
切
に
不
況

を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。　

(

小
川
）

　

謹
ん
で
新
春
の
お
よ
ろ
こ
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。
皆
様
お
そ
ろ
い
で
良
い
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
の
11
月
20
日
、
21
日
に
行
わ
れ

た
「
香
川
自
治
会
館
ま
つ
り
」
は
盛
大

に
、
大
勢
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
香
川

の
町
が
活
気
づ
い
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。

　

最
近
は
、
文
化
厚
生
の
行
事
の
一
環

で
あ
る 

「
文
化
祭
」
と
し
て
、
作
品
展

示
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
過
去
に
は

菊
花
展
や
お
茶
の
野
点
な
ど
を
し
て
い

た
時
代
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
大
勢
の
方
が
集
ま
る
よ
う

な
、
何
か
変
化
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を
…

と
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
第
一
回

目
の
「
香
川
自
治
会
館
ま
つ
り
」
が
実

現
。
明
る
い
香
川
の
町
づ
く
り
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

　

第
二
町
内
会
は
、
い
も
煮
の
野
菜
切

り
の
お
手
伝
い
の
後
、
い
つ
も
の
夜
の

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
清
掃
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
変
更
し
、
午
前
10
時
か
ら
、
い
つ

も
の
コ
ー
ス
で
「
ビ
ン
、
カ
ン
、
た
ば

こ
の
吸
殻
」
等
を
清
掃
し
ま
し
た
。

　

清
掃
を
終
え
て
、
そ
の
ま
ま
自
治
会

館
ま
つ
り
に
行
き
、
参
加
者
に
は
ふ
れ

あ
い
部
会
の
焼
き
そ
ば
を
食
べ
て
頂
き
、

館
内
を
廻
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

・
「
香
川
の
町
を
き
れ
い
に
！
」
と
実

施
し
た
清
掃
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。
自
分
の

町
を
、
自
分
た
ち
で
住
み
良
い
町
に
す

る
第
一
歩
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

防
犯
灯
も
沢
山
つ
い
て
、
明
る
い
町

に
な
っ
て
、
み
ん
な
の
顔
が
笑
顔
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
が
あ
る
か
ら
こ
そ
成

り
立
つ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今

年
も
町
内
会
へ
の
ご
参
加
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　
（
沓
澤
）

第
二
町
内
会

　

新
し
い
年
を
迎
え
、」
会
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
気
持
ち
も
新
た

に
23
年
度
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
役
員
の
皆
様
に
は
、
昨
年
度

同
様
、
ご
尽
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
今
の
ご
時
世
、
人
と
人
と

の
関
わ
り
が
と
て
も
希
薄
に
な
り
が
ち

な
風
潮
が
、
蔓
延
し
て
い
る
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
第
四
町
内
会
し
か
り
、
自

治
会
は
そ
の
役
割
と
し
て
、
こ
の
よ
う

な
風
潮
を
払
拭
す
る
た
め
に
「
春
・
夏

・
秋
・
冬
」
と
季
節
の
移
り
変
わ
り
を

体
に
感
じ
な
が
ら
、
そ
の
時
期
に
あ
っ

た
行
事
や
催
物
を
、
人
と
人
と
の
交
流

の
場
と
な
る
よ
う
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。 　

こ
れ
ら
の
年
中
行
事
も
回
を
重
ね
る

こ
と
で
、
単
調
に
な
り
が
ち
で
す
が
、

昨
年
度
は
各
町
内
会
、
各
部
会
が
一
体

と
な
り
、
一
工
夫
、
二
工
夫
し
た
こ
と

で
、
地
域
の
皆
様
が
「
笑
顔
」
い
っ
ぱ

い
に
な
っ
た
行
事
、
催
物
が
提
供
で
き

た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
組
長
の
任
に
当
た
っ
て
い

る
96
名
の
皆
様
に
、
新
組
長
の
選
出
、

３
月
ま
で
の
お
仕
事
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
す
る
と
共
に
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

み
ん
な
で
、「
感
謝
と
笑
顔
の
あ
ふ

れ
る
街
に
…
」
し
よ
う
！

　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務　

椎
野
）

　

今
年
も
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

自
治
会
館
は
、
昨
年
４
月
よ
り
自
主

管
理
で
運
営
し
て
お
り
ま
す
が
、
関
係

者
の
理
解
と
協
力
で
利
用
率
が
高
ま
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

新
し
い
自
治
会
活
動
へ
の
取
り
組
み

も
行
わ
れ
、
昨
年
11
月
の
「
自
治
会
館

ま
つ
り
」
で
は
、
従
来
実
施
し
て
き
た

第
三
・
第
四
町
内
会
の
「
芋
煮
会
」
と

連
動
し
て
、
多
く
の
人
達
を
自
治
会
館

と
諏
訪
神
社
境
内
に
集
め
、
楽
し
く
和

や
か
な
ふ
れ
あ
い
の
場
を
現
出
し
ま
し

た
。

　

夏
の
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
、
秋
の
会
館

ま
つ
り
が
更
に
盛
大
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」
は
、
２

年
目
を
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
毎

月
第
２
土
曜
日
の
夕
刻
を
ブ
ロ
ッ
ク
単

位
で
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
は

参
加
率
が
少
し
低
下
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
継
続
す
る
こ
と
に
意
義

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
関
係
者

の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

更
に
継
続
事
業
の
一
つ
「
美
化
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
行

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
参

加
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

各
所
に
新
し
い
住
宅
が
建
ち
、
新
し

い
人
達
が
香
川
に
移
り
住
む
事
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
達
が
香
川

自
治
会
に
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
関
係
者

の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ウ
サ
ギ
の
よ
う
に
一
足
飛
び
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、

今
年
も
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

会
員
皆
様
の
一
層
の
お
力
添
え
を
お

願
い
し
、
第
三
町
内
会
の
会
員
の
ご
多

幸
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。　
（
山
田
）
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香
川
自
治
会
・
定
例
役
員
会
議
題

●
11
月
定
例
役
員
会

報
告
・
連
絡
事
項

①
各
町
内
会
、
各
部
会

　

11
月
度
活
動
計
画
及
び
連
絡
事
項   

②
11
月
「
定
例
役
員
会
・
連
絡
・
報
告
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
自
治
会
長
）

③
「
会
館
ま
つ
り
」
に
つ
い
て　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
文
化
厚
生
部
会
長)

④
そ
の
他

   検
討
事
項

　

10
月
定
例
役
員
会
で
提
案
さ
れ
た
３

案
の
検
討

①
香
川
自
治
会
館
使
用
規
則
の
改
定
に

　

つ
い
て　
　
　

(

会
館
管
理
部
会
長) 

②
香
川
自
治
会
・
会
費
値
上
げ
に
つ
い

　

て　
　
　
　
　
　
　
　

(

自
治
会
長)

③
香
川
自
治
会
・
部
会
組
織
の
見
直
し

　

に
つ
い
て　
　

(

文
化
厚
生
部
会
長)

●
12
月
定
例
役
員
会

報
告
・
連
絡
事
項  

①
各
町
内
会
、
各
部
会

　

12
月
度
活
動
計
画
及
び
連
絡
事
項   

②
12
月
「
定
例
役
員
会
・
連
絡
・
報
告
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
自
治
会
長
） 

③
「
会
館
ま
つ
り
」
開
催
報
告　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
文
化
厚
生
部
会
長)

④
平
成
23
年
度
「
賀
詞
交
歓
会
」
に
つ

　

い
て

⑤
そ
の
他

検
討
事
項   

①
香
川
自
治
会
館
使
用
規
則
の
改
定
に

　

つ
い
て　
　
　

(

会
館
管
理
部
会
長)

②
香
川
自
治
会
・
部
会
組
織
の
再
編
に

　

つ
い
て　
　
　

(

文
化
厚
生
部
会
長
）

③
臨
時
「
総
代
会
」
開
催
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

総
務
部
会
長
）

香
川
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
担
当
地
域　

　

民
生
委
員
法
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
、
身
体
障
害
者
、
高
齢

者
、
母
子
、
児
童
問
題
な
ど
住
民
の
立

場
に
立
っ
た
相
談
、
援
助
の
展
開
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
、
ま
た
利
用

支
援
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
の
内
容
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど

の
秘
密
は
厳
守
す
る
こ
と
が
法
律
で
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

お
知

ら
せ

任
期　

平
成
22
年
12
月
～
25
年
11
月　

3
年
間

担当地域

●民生委員・児童委員

香川1丁目

香川1丁目
香川3丁目
香川1丁目
香川2丁目
香川2丁目

香川3丁目
香川4丁目
香川4丁目

香川4丁目

香川4丁目
香川5丁目
香川6丁目

香川6丁目
香川7丁目

1～9、11～13(5)、
14、35～41
13(6,7)、15～23
1～6
24～34
20～26
1～19、27～31

7～29
28、38～43
1～12、19～27、29

13～18、30～37、
44～47
48～50
2～18
1～13、15～23

14、24～34、
1～14、1860仮設住宅

櫻井　あかね
●主任児童委員

54-0307
香川全地域

氏　名

中山　　七恵

小笠原幸四郎

菊田　貴美子

新倉　　篤子

長谷川泉太郎

中村　　博子

櫻井　　　勝

野島　　勝生

岩本　マチ子

宮原　　澄江

電　話

53-3554

52-7092

53-0648

51-8266

52-2097

57-6304

51-3230

51-3000

52-8505

53-0646

お手伝い、ありがとう！

ベランダで休憩
(会館まつりにて)



広　報 か　が　わ

ふれあい部会の皆さん
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去
る
11
月
20
日
、
21
日
の
二
日
間
、

香
川
自
治
会
館
で
「
第
一
回
香
川
自
治

会
館
ま
つ
り
」
を
盛
大
に
開
催
し
ま
し

た
。
前
回
ま
で
実
施
し
て
い
た
「
文

化
祭
」
を
発
展
的
に
改
称
し
た
も
の
で

す
。
主
催
は
文
化
厚
生
部
会
を
中
心
と

し
た
香
川
自
治
会
実
行
委
員
会
で
す
。

今
回
か
ら
新
た
に
設
け
た
テ
ー
マ
は
、

香
川
の
文
化
を
発
展
さ
せ
る
べ
く
「
き

て
・
み
て
・
ふ
れ
よ
う　

香
川
の
魅
力
」

と
し
ま
し
た
。

　

会
場
の
香
川
自
治
会
館
は
、
昨
夏
、

雨
漏
れ
外
壁
お
よ
び
本
館
一
階
の
内
装

を
全
面
リ
フ
ォ
ー
ム
。
お
披
露
目
を
兼

ね
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

駐
輪
場
に
つ
い
て
は
、「
あ
か
ね
」

の
管
理
者
横
濱
様
、
阿
諏
訪
様
の
ご
好

意
に
よ
り
、
隣
接
す
る
駐
車
場
を
お
借

り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
初
出
展
６
つ
を
合
わ
せ
、

17
の
個
人
、
サ
ー
ク
ル
が
力
作
を
出

展
。
書
道
、
華
道
、
俳
句
、
絵
画
や
キ

ル
ト
、
つ
る
し
雛
、
鎌
倉
彫
、
創
作
人

形
な
ど
数
多
く
の
作
品
に
、
鑑
賞
者
は

目
が
釘
付
け
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
実
施
し
た
一
部
の
作
品
の

販
売
も
た
い
へ
ん
好
評
で
し
た
。

　

来
館
し
た
子
供
達
は
、
無
料
の
お
菓

子
の
つ
か
み
取
り
に
大
は
し
ゃ
ぎ
。
体

験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ち
ぎ
り
絵
（
棚
谷

さ
ん
）、
海
藻
ア
ー
ト
（
三
橋
さ
ん
）、

粘
土
・
陶
芸
遊
び
（
深
草
さ
ん
）、
ど

ん
ぐ
り
コ
マ
作
り
（
白
石
さ
ん
）、
バ

ル
ン
ア
ー
ト
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
香
川
の

み
な
さ
ん
）、
木
工
製
作
（
坪
田
さ
ん
）

に
、
親
子
で
挑
戦
。
四
苦
八
苦
し
な
が

ら
も
、
作
品
作
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。　
　

註　
（
）
内
は
指
導
者
で
す
。

　

１
月
10
日
頃
よ
り
、
念
願
で
あ
っ
た

香
川
駅
ホ
ー
ム
の
屋
根
の
増
設
工
事
が

始
ま
る
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

増
設
工
事
の
完
了
予
定
は
３
月
10
日

頃
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

昨
年
12
月
22
日
、
市
の
拠
点
整
備
課
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
鉄
建
建
設
、
香
川
自
治

会
の
４
者
で
協
議
を
行
い
、
日
時
が
決

定
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
工
事
に
よ
り
、

駅
の
南
側
の
改
札
を
出
た
と
こ
ろ
か
ら

自
治
会
掲
示
板
の
手
前
ま
で
板
囲
い
が

さ
れ
、
一
部
歩
行
者
の
歩
く
ス
ペ
ー
ス

都
市
計
画
道
路
・
藤
沢
大
磯
線
が
開
通

し
ま
し
た
。

　

都
市
計
画
道
路
藤
沢
大
磯
線
の
県
道

45
号(

丸
子
中
山
茅
ヶ
崎)

～
県
道
46

号(

相
模
原
茅
ヶ
崎)

ま
で
の
約
1.5 

㎞

に
つ
い
て
、
暫
定
2
車
線
で
の
工
事
が

完
了
し
、 

平
成
22
年
12
月
22
日(

水)

に
開
通
し
ま
し
た
。
開
通
後
の
路
線
名

は
、
県
道
44
号(

伊
勢
原
藤
沢)

と
な

り
ま
す
。

　

開
通
区
間　

県
道
45
号
茅
ヶ
崎
中
央

イ
ン
タ
ー
交
差
点
～
県
道
46
号
田
端
二

本
松
交
差
点

第
２
、
第
３
青
少
年
広
場
を
公
園
化

　

10
月
13
日
、
公
園
緑
地
課
と
の
打
合

せ
で
、
第
２
町
内
会
の
第
２
、３
青
少

年
広
場
を
地
主
の
新
倉
健
さ
ん
の
ご
好

意
に
よ
り
、
整
備
し
て
市
の
借
り
上
げ

公
園
に
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

工
事
は
今
年
度
中
で
主
な
整
備
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
フ
ェ
ン
ス
を
張
り
替
え
る

・
水
道
を
引
き
、
水
飲
み
場
を
作
る

・
背
も
た
れ
の
あ
る
ベ
ン
チ
を
設
置

・
照
明
（
公
園
灯
）
を
設
置
す
る

・
遊
具
は
現
状
の
ま
ま
置
く

・
第
３
青
少
年
広
場

　

奥
の
小
山
を
削
り
中
を
平
ら
に
す
る

　

奥
に
2
、
３
台
の
駐
車
場
を
設
け
る

・
第
２
青
少
年
広
場
は
、
ほ
ぼ
現
状
の

ま
ま
と
し
て
、
子
供
た
ち
の
ボ
ー
ル
遊

び
が
出
来
る
よ
う
に
し
ま
す
。

自
治
会
役
員
の
表
彰

　

先
号
に
て
お
知
ら
せ
の
役
員
表
彰

が
、
12
月
の
定
例
役
員
会
に
お
い
て
行

わ
れ
、
入
澤　

昭
一
氏
、
伊
東　

治
尊

氏
、
安
江　

利
一
氏
の
３
名
が
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。（
連
続
３
期
の
在
任
役

員
が
該
当
）

香
川
駅
ホ
ー
ム
の
屋
根

増
設
工
事
開
始
！

き
て
・
み
て
・
ふ
れ
よ
う
香
川
の
魅
力

N
EW

S

実
行
委
員
会
委
員
長　

安
江　

利
一

　

B1
グ
ル
メ
級
？
！
で
好
評
の
香
川
自

治
会
（
ふ
れ
あ
い
部
会
）
名
物
や
き
そ

ば
は
、
一
皿

100
円
で
安
く
販
売
さ
れ
、

300
食
が
瞬
く
間
に
売
り
切
れ
ま
し
た
。

　

別
館
の
二
階
で
は
、
茅
ヶ
崎
市
が

JCOM

で
放
映
し
た
、
夏
の
ふ
れ
あ
い

ま
つ
り
と
秋
の
運
動
会
ニ
ュ
ー
ス
と
こ

の
本
編
が
、
制
作
し
た
ビ
デ
オ
サ
ー
ク

ル
に
よ
り
ビ
デ
オ
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

リ
フ
ォ
ー
ム
に
よ
り
開
放
さ
れ
た
本

館
二
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
は
富
士
山
が
眺
望

で
き
る
絶
好
の
ス
ポ
ッ
ト
。
ベ
ラ
ン
ダ

に
設
け
た
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
は
、
当
日
小

春
日
和
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
勢
の

子
供
達
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

21
日
に
は
諏
訪
神
社
境
内
で
第
三
・

第
四
町
内
会
主
催
の
い
も
煮
、
餅
つ
き

大
会
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
自
治

会
館
ま
つ
り
の
来
館
者
数
は
、
初
日
が

345
名
、
翌
日
310
名
、
合
計
655
名
。
盛
況

の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
関
係
者

の
み
な
さ
ま
、
ご
協
力
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
み
な
さ
ま
の
力
作
を
出
展

し
て
み
ま
せ
ん
か
、
心
よ
り
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

11
月
に
開
催
さ
れ
た
第
２
回
検
討
会

で
は
、
自
治
会
館
を
出
発
点
と
し
て
香

川
駅
周
辺
を
１
時
間
か
け
、
歩
き
な
が

ら
現
状
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

自
治
会
館
前
道
路
（
通
称
香
川
小
学

校
通
り
）
は
カ
ー
ブ
が
多
く
道
幅
は
狭

く
、
加
え
て
電
柱
が
道
路
上
に
飛
び
出

し
て
い
る
た
め
、
歩
行
者
や
自
転
車
が

危
険
な
状
態
に
晒
さ
れ
て
お
り
、
夜
間

や
悪
天
候
の
時
は
さ
ら
に
危
険
が
増
し

ま
す
。
ま
さ
に
、
香
川
全
域
の
様
々
な

問
題
を
抱
え
て
い
る
道
路
事
情
を
現
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
道
路
に
片
側
歩
道
を
設

置
す
る
場
合
は
、
現
状
の
倍
近
く
の
道

幅
が
必
要
に
な
り
ま
す
（
道
幅
は
約
10

ｍ
必
要
）。
委
員
か
ら
は
、
当
面
、
通

学
路
だ
け
で
も
ペ
イ
ン
ト
を
す
る
な
ど

目
立
つ
工
夫
を
早
急
に
始
め
て
は
ど
う

か
、
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
香
川
駅
の
南
北
両
踏
切
り
で

は
、
車
と
の
通
行
区
分
が
な
い
た
め
、

歩
行
者
は
危
険
な
思
い
で
横
断
し
て
い

ま
す
。
現
状
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、

鉄
道
会
社
に
理
解
と
協
力
を
求
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
委
員
一
同
認
識
し
ま

し
た
。（
香
川
自
治
会　

東
委
員　

記
）

県道
　号46

藤沢大磯線

寒川

小
出
川

新
湘
南
バ
イ
パ
ス

国道１号

県
道　

号
45

西久保橋

開通区間

香
川

さ
が
み

縦
貫
道

さ
が
み

縦
貫
道

県道
　号47

海藻アート キルト

陶芸 ちぎり絵体験コーナ

第  回

喫茶コーナー

焼きそば

■自治会員の作品展示

■イベント

陶芸、鎌倉彫、ちぎり絵、俳句　等

体験コーナー（ちぎり絵、海藻アート等）
バザー（焼きそば、お菓子つかみ取り）

■第３、４町内会合同いも煮・餅つき

創作人形

布はり絵

ちぎり絵体験コーナちぎり絵体験コーナ

餅つきに挑戦餅つきに挑戦

ふれあい部会の皆さん

鎌倉彫

はい、チーズはい、チーズ

現状の確認を行う検討会委員

第　回2
香
川
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
検
討
会

11
　

月
７
日
・
開
催

歩
い
て
現
状
を
確
認

が
狭
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
増
設
工
事
に
合
わ
せ
て
、
環

境
管
理
部

会
が
整
備

を
し
て
い

る
駅
北
側

お
よ
び
正

面
の
花
壇

は
廃
止
さ

れ
、
通
路

と
し
て
利

用
さ
れ
る

こ
と
に
な

り
ま
す
。

既存のホーム屋根部分

茅ヶ崎側
増設部分

寒川側
増設部分

香川駅
本舎

駅ホームの屋根増設図



広　報 か　が　わ第 230 号 　平成 23 年 　1 月 15 日（４）

香
川
地
区

卓
球
大
会
開
催

香
川
で
生
ま
れ
て
10
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
島　

久
江

釘
さ
し
て
閉
め
る
裏
木
戸
花
八
手

風
の
音
の
み
冬
眠
の
獣
道

「
冬
眠
の
獣
道
」
で
こ
の
句
は
決
ま

っ
て
い
る
。
人
の
通
ら
な
い
山
道
に
風

の
音
の
み
が
吹
き
抜
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
辺　

美
津
枝

古
き
家
多
き
街
並
花
八
手

城
下
町
め
ぐ
り
終
へ
た
る
夕
時
雨

　

山
口
県
の
萩
市
な
ど
思
い
出
す
。

屋
敷
塀
な
ど
の
つ
づ
く
町
並
み
を
歩
い

て
来
て
軽
い
疲
れ
の
中
で
の
夕
時
雨
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
山　

淳
子

冬
日
和
猫
た
ん
ね
ん
に
顔
洗
ふ

母
と
子
の
大
き
な
マ
ス
ク
終
電
車

　

こ
れ
は
誰
で
も
が
よ
く
目
に
す
る
景
。

近
頃
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
流
行
で
到

る
所
で
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
村　

ゑ
こ

し
ぐ
る
る
や
小
樽
運
河
の
灯
の
う
る
む

花
八
手
寺
領
の
低
き
築つ

い
ぢ地
塀

　

中
七
か
ら
の
景
が
な
か
な
か
の
把
握
。

低
き
築
地
塀
と
花
八
手
と
が
よ
く
マ
ッ

チ
し
て
い
る
よ
う
だ
。
花
八
手
は
民
家

が
普
通
だ
が
寺
領
も
亦
可
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤　

幸
香

花
八
手
見
る
人
も
な
く
暮
れ
に
け
り

夕
し
ぐ
れ
走
る
靴
音
つ
づ
き
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
花　

富
士
子

冬
眠
の
亀
は
甲
羅
に
葉
を
乗
せ
て

鷹
渡
る
鳴
門
海
峡
波
白
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
野　

弘
子

天
辺
へ
梯
子
真
つ
直
ぐ
松
手
入
れ

真
青
な
る
十
一
月
一
日
の
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

硲　

百
合
子

立
冬
や
奥
歯
に
し
み
る
里
の
水

冬
眠
の
山
す
つ
ぽ
り
と
没
日
中

　
　

選
者
吟

ひ
や
ひ
や
と
沖
の
残
照
掛
大
根

連
絡
先　

長
島
久
江
℡
(57)
６
５
２
５

訃
報
（
平
成
22
年
12
月
19
日
現
在
）

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

渡
邊　

時
子
様　
　

80
才　

10
月
21
日

　

第
四
町
内
会　
　
　
　
　
　
　

25
組

亀
井　

智
恵
子
様　

79
才　

10
月
30
日

　

第
四
町
内
会　
　
　
　
　

　　

27
組

古
本　

辰
利
様　
　

82
才　

11
月
5
日

　

第
四
町
内
会　
　
　
　
　

3
・
６
組

山
田　
　

実
様　
　

57
才　

11
月
23
日

　

第
三
町
内
会　
　
　
　
　

２
・
１
組

後
藤　

正
明
様　
　

67
才　

11
月
24
日

　

第
四
町
内
会　
　
　
　
　

31
・
２
組

河
野　

幸
子
様　
　

78
才　

11
月
26
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　

１
・
２
組

伊
藤　

ミ
エ
子
様　

92
才　

11
月
27
日

　

第
一
町
内
会　
　
　
　
　
　
　

１
組

阿
諏
訪　

勲
様　
　

82
才　

12
月
5
日

　

第
三
町
内
会　
　
　
　
　

５
・
１
組

清
水　

春
代
様　
　

76
才　

12
月
９
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　

６
・
１
組

広
瀬　

義
雄
様　
　

83
才　

12
月
12
日

　

第
四
町
内
会　
　
　
　
　

19
・
２
組

亀
井　

ヨ
シ
子
様　

74
才　

12
月
16
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　

41
・
１
組

　

団
員
は
、
カ
ラ
オ
ケ
マ
イ
ク
し
か

持
っ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
人
、
数
十
年

ぶ
り
に
歌
い
始
め
た
人
、
歌
が
大
好
き

な
人
な
ど
多
彩
で
す
。

　

そ
し
て
先
生
の
熱
心
で
諦
め
な
い
指

導
と
、
団
員
の
楽
し
く
も
涙
ぐ
ま
し
い

（
？
）
努
力
で
、
素
晴
ら
し
い
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
合
唱
団
に
育
ち
ま
し
た
。

　

今
年
９
月
に
、
３
回
目
の
演
奏
会
を

行
い
ま
す
。
オ
ペ
ラ
や
宗
教
曲
に
も
挑

戦
中
で
、
年
齢
を
忘
れ
、
皆
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
演
奏
会
を
目
指
し
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
未
熟
な
わ
た
し

　

12
月
５
日
（
日
）
香
川
地
区
体
育
振

興
会
の
主
催
に
よ
る
卓
球
大
会
が
、
香

川
小
学
校
の
体
育
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

試
合
は
５
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ
３
セ
ッ
ト

先
取
の
方
法
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
昨

年
以
上
に
白
熱
し
た
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
、
２

対
２
の
最
終

セ
ッ
ト
ま
で

も
つ
れ
た
試

合
が
多
数
あ

り
ま
し
た
。

　

８
月
の
「
感
動
と
笑
顔
が
い
っ
ぱ

い
・
香
川
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
で
は
多

く
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
活
用
の
一

部
と
し
て
、
昨
年
同
様
、
香
川
地
区
で

活
動
し
て
い
る
福
祉
関
係
の

　

・
香
川
社
会
福
祉
協
議
会

　

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
香
川

の
２
団
体
に
、
12
月
の
定
例
役
員
会
に

お
い
て
山
本
自
治
会
長
よ
り
贈
呈
を
し

ま
し
た
。

香
川
公
民
館
祭
り
開
催

諏
訪
神
社
へ
の
初
詣
は
、
例
年

に
も
増
し
て
、
多
く
の
参
拝
者

が
押
し
か
け
、
長
い
列
は
境
内
へ
上
る

階
段
の
下
ま
で
続
い
て
い
ま
し
た
。

　

参
拝
の
後
は
、
熱
い
甘
酒
に
元
気
を

も
ら
い
新
年
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
う
さ
ぎ
年
。
跳
ね
る
の
が
得

意
な
う
さ
ぎ
の
よ
う
に
、
香
川
自
治
会

も
新
し
い
こ
と
が
始
ま
る
飛
躍
の
年
と

な
り
そ
う
で
す
。

　

通
学
路
で
あ
る
香
川
小
学
校
通
り
の

五
叉
路
は
、
通
学
時
の
混
雑
が
激
し
く

危
険
な
た
め
、
信
号
機
の
設
置
を
要
望

し
ま
し
た
が
、
待
機
場
所
が
な
い
等
の

理
由
で
設
置
で
き
な
い
と
の
事
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
五
叉
路
よ
り
西
側
に
あ
る

フ
ォ
ト
エ
イ
ド
の
前
に
横
断
歩
道
の
設

置
を
要
望
し
た
と
こ
ろ
、
昨
年
10
月
に

設
置
許
可
と
な
り
、
そ
の
後
、
11
月
22

日(

月)

に
横
断
歩
道
が
設
置
さ
れ
、

今
年
1
月
7
日(

金)

、
約
200
人
の
児

童
が
小
学
校
の
北
門
か
ら
入
れ
る
よ
う

に
な
り
、
五
叉
路
の
混
雑
緩
和
が
図
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
開
通
に
あ
わ
せ
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
交
通
誘
導
員
を
募
集
し
て
い

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
人
数
が
不
足
し

て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
内
容

　

香
川
小
学
校
の
児
童
が
安
全
に
登
校

で
き
る
よ
う
に
、
新
し
く
で
き
た
横
断

歩
道
で
旗
を
持
ち
、
二
人
一
組
で
横
断

の
誘
導
を
行
い
ま
す
。

場
所　

茅
ヶ
崎
市
香
川
1-

30-

34

　
　
　

フ
ォ
ト
エ
イ
ド
前
の
横
断
歩
道

時
間　

学
校
課
業
中
の

　
　
　

月
曜
日
～
金
曜
日

　
　
　

午
前
７
時
45
分
～
８
時
20
分
迄

名
称　

香
川
小
学
校
区
子
ど
も
安
全
見

　
　
　

守
り
隊

会
長　

杉
山
茂
紀

そ
の
他　

誘
導
員
の
方
に
は
、
月
に
２

日
程
度
の
誘
導
で
、
季
節
に
合
わ
せ
て
、

ベ
ス
ト
や
防
寒
着
な
ど
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
が
貸
与
さ
れ
ま
す
。

連
絡
先　

大
八
木
尚
子

５１-

３
１
５
３

　
　

茅
ヶ
崎
市
立
香
川
小
学
校
教
頭

ふ
れ
あ
い
基
金
を
贈
呈

　

11
月
５
日
（
金
）
か
ら
11
月
７
日

（
日
）
ま
で
の
３
日
間
、
香
川
公
民
館

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
公
民
館
を
利
用

し
て
い
る
香
川
周
辺
の
団
体
が
、
日
頃

の
成
果
を
展
示
、
発
表
し
ま
し
た
。

　
「
集
い
つ
な
げ
て
や
さ
し
い
地
域

に
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
の
テ
ー
マ
は
、

こ
れ
か
ら
も
ま
つ
り
を
更
に
ス
パ
イ
ラ

ル
ア
ッ
プ
し
て
い
く
気
持
ち
の
ポ
ス

タ
ー
で
表
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ボランティア香川の代表 ( 左 )

香川小学校

美
容
室

フ
ォ
ト
エ
イ
ド

プール

読
売
新
聞

新設
横断歩道

五叉路

動物病院

た
ち
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
地
域
で
の

奉
仕
活
動
も
目
標
で
す
。
皆
様
も
ご
一

緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
？　
　
（
渡
辺
）

熱心な指導で楽しい練習

12
月
４
日
、
香
川
地
区
福
祉
団
体
に

■
先
号
で
開
催
日
を
11
月
28
日
と

誤
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

第
三
町
内
会

甘
沼
自
治
会

第
四
町
内
会

第
一
町
内
会

第
二
町
内
会

松
風
台
自
治
会

み
ず
き
自
治
会

優　

勝

準
優
勝

三　

位

四　

位

五　

位

六　

位

七　

位

対 戦 成 績

熱戦にわいた試合風景横断歩道の設置場所

それぞれの願いを込めて！


